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H ～ H

②
目
的
・
概
要

計
画
額

その他

35,000千円一般財源

県支出金

地方債

0千円

平成２７年度 平成２８年度
・ブロック別推進計画策定

・公共施設（道路・駅前広場等）概略設計・測量

・駅周辺協議会への支援
　（協議会資料作成、地元調整、会議運営補助　等）

35,000千円

基 本 施 策

施 策 の 方 向

01:快適な都市空間の創造

04:都市づくりの推進

02:活力ある市街地の形成

事業予定期間 年度

市民

目 01:都市計画総務費

会計 01:一般会計

款 08:土木費

項 04:都市計画費

財
務
科
目戦略ﾌﾟﾛｼ ﾞｪｸﾄ 02:まち磨きプロジェクト

主な根拠法令要綱等

一般財源

26,999千円

26,999千円

①
基
本
事
項

都市計画法、都市再生法、都市再開発法

施
策
体
系

27 27

事業費

国庫支出金

部名 建設部

室名 都市計画室

計画コード 事業名

27001 亀山駅周辺市街地再開発推進計画策定事業

目
的

対象

概
要

　ＪＲ亀山駅周辺のにぎわいづくりと活性化に向け、地域とともに駅周辺の再生に取り組む中、平成２６年度に策定する
亀山駅周辺市街地総合再生基本計画に基づき、平成２８年度からの事業着手に向け、ブロック別に具体的に実施する
事業内容を明らかにする亀山駅周辺市街地再開発推進計画を策定する。

　市の玄関口であるJR亀山駅周辺再生を進めることで、駅周辺のにぎわいづくりと活性化、利便性及び安全性の向上
を図る。

基本施策の大綱

0千円

年
度
別
事
業
計
画

期間内総事業費（H27・H28)① 35,000千円 期間外事業費(H29以降)② 0千円 総事業費　（①＋②） 35,000千円

③
　
事
業
の
計
画

予
算
額

事業費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他

④
指
標

計画値 計画策定

単位

計画値

活
動

③
計画値

単位

④

名称

補足

①

名称 ブロック別推進計画の策定

補足

②

名称

補足

名称

補足

計画値

単位

平成２７年度 平成２８年度 (参考・平成２９年度）

単位



事務事業評価シート

①
②
③

臨時職員人件費 ④
⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

款 08:土木費

Ｈ27(主要事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 建設部

27001 亀山駅周辺市街地再開発推進計画策定事業 室名 都市計画室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民

目
的

　市の玄関口であるJR亀山駅周辺再生を進めることで、駅周辺のにぎわいづくりと活性化、利便性及び安全性の向上を図る。

概
要

　ＪＲ亀山駅周辺のにぎわいづくりと活性化に向け、地域とともに駅周辺の再生に取り組む中、平成２６年度に策定する亀山駅周辺市街地総合
再生基本計画に基づき、平成２８年度からの事業着手に向け、ブロック別に具体的に実施する事業内容を明らかにする亀山駅周辺市街地再開
発推進計画を策定する。

施策の方向 02:活力ある市街地の形成 項 04:都市計画費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 02:まち磨きプロジェクト 目 01:都市計画総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 01:快適な都市空間の創造 財
務
科
目

会計 01:一般会計

基本施策 04:都市づくりの推進

実績値 計画策定
単位

③
指
標

２７年度 ２８年度

①
名称 ブロック別推進計画の策定 計画値 計画策定

補足

③
名称 計画値

②
名称 計画値

補足
実績値

補足
実績値
単位

単位

単位

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
・ブロック別推進計画策定

・公共施設（道路・駅前広場等）概略設計・測量

・駅周辺協議会への支援
　（協議会資料作成、地元調整、会議運営補助　等）

平成26年5月策定の亀山駅周辺市街地総合再生基本計画を基に、事業
化に向け4つのブロックに分けて検討、整理を進めた。
今後の検討に必要な、駅周辺の現況測量（1/500)と駅前広場や周辺道路
等の概略検討を行った。
亀山駅周辺まちづくり協議会へ、コンサルを派遣する等、地域でのまちづ
くり活動や合意形成を支援した。

事
業
費

④
名称 計画値

補足
実績値

7,584

国庫支出金
事業費 35,000 26,999 26,998 一般職員人件費 7,584 平均給与額×③

計画額 予算額 決算額
人
件
費

総人件費

県支出金 0 0
0 所要人員 1.00

再
掲

翌年度への繰越額

その他 0 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 0 受益者負担額 0

前年度からの繰越額 0 0
総人件費 7,584

一般財源 35,000 26,999 26,998

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 都市計画室長　橋場　徹広

総コスト 34,582

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
亀山駅周辺市街地総合再生基本計画（平成26年5月策定）を基に、市街地再開発等の事業化に向けて検討を進めるこ
とができた。4つのブロックに分け、地域の方々と、それぞれの方向性や手法、進め方について検討調整を行い、今後
必要な現況測量、駅前広場等の概略検討を行った。 Ａ

順調に進んだ

今後、駅周辺の再生に向けて、地域、権利者、関係機関等とさらに協議を行い、事業化に向け諸課題の整理と合意を図る必要がある。

計画づくり段階から、具体的な整備を念頭とした事業段階へステップアップする必要がある。個々の事業別に整理し、詳細検討を進め
る必要がある。

事業目的の妥当性：


